
１　地域水産業再生委員会（ID:1112002）

２　地域の現状

（１）関連する水産業を取り巻く現状等

３　活性化の取組方針

（第２期）

オブザーバー 新潟県水産課、新潟県漁業協同組合連合会

対象となる地域の範囲及び漁業の種類
・新潟漁業協同組合出雲崎支所
・ごち網漁業（17名）
　磯漁業(採介藻、刺し網、タコ箱等）（25名）　合計　42名

浜の活力再生プラン

組織名 出雲崎地区地域水産業再生委員会
代表者名 会長　関本　貢

再生委員会の
構成員

新潟漁業協同組合出雲崎支所、出雲崎町、㈱ヤママス近藤、出雲崎小型組合
出雲崎共栄組合

　当地域は、新潟県のほぼ中央に位置し、古くから大型の船が安全に行き来できる地形や環境が整っ
ていることにより、港が作りやすく、江戸時代には佐渡からの金銀が荷揚げされるほど海の津として
安定し、漁業が盛んな地域である。北東部は旧寺泊町（現長岡市）、南東部は旧西山町（現柏崎市）
に接し佐渡と相対しており、旧西山町、出雲崎町を範囲とする県内漁業協同組合・支所の中でも中核
を担う地区となっている。主な漁業種類は、ごち網業及び磯漁業で、たい、にぎす、かれい、あんこ
う、たら、はたはた、あじ、ほっけ、いか類、たこ類、貝類、藻類等が漁獲されている。
　地域における水産業を巡る状況は、周辺水域の水産資源の減少による漁獲高の減少、魚価の低迷に
よる漁業所得の減少、さらに若年の担い手の減少と高齢化等により年々厳しさを増している。

（２）その他の関連する現状等

　水産資源の保護と増大のため、自主休漁及びアワビ稚貝、ヒラメ稚魚放流に取り組んでいる。
また、大漁さかなまつりの開催による産地のＰＲ及び地域活性化へ取り組んでいる。
　しかし、漁業経営はますます厳しさを増している現状であり、現在の漁業収入では新規就業が大変
厳しく、また、後継者不足の問題も深刻化している。このまま基幹産業である漁業の衰退が進むこと
で当地域全体の活力低下が懸念される。

（２）今期の浜の活力再生プランの基本方針

・船上での漁獲物の迅速な冷却処理による鮮度保持や、衛生管理を徹底する。
・養殖、種苗放流等により、資源を維持・増大させる。
・低価格魚の販路を確保することにより、収益を増大させる。
・「大漁さかなまつり」などのイベント等を通じて、漁業者と関係機関が連携して地元水産物のＰＲ
し、販路と消費の拡大を図る。
・担い手確保及び後継者育成の取組を行う。
・燃油の高騰に対応するため、航行中の回転数の低減及び船底清掃による燃油コストの削減を図る。
・漁港施設の機能が引き続き発揮されるよう適切な維持管理を推進する。

（１）前期の浜の活力再生プランにかかる成果及び課題等
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1年目（令和元年度）

（３）漁獲努力量の削減・維持及びその効果に関する担保措置

　資源管理計画等を遵守し、漁獲物の体長制限、操業制限（区域、期間、時間）、休漁日などの取組
を徹底・履行する。

（４）具体的な取組内容（毎年ごとに数値目標とともに記載）

漁業収入向上
のための取組

以下の取組により漁業所得を基準年比０．１％向上させる。
　なお、下記取組内容は、進捗状況及び得られた成果等を踏まえ、必要に応じて見直す
こととする。

①出雲崎支所所属漁業者は船上で漁獲物の管理及び陸揚げ後の荷捌作業効率化を念頭に
おき、船上にて漁獲物の迅速な冷却処理による鮮度保持や、衛生管理を徹底する。

②カキの試験養殖を実施する。

③カナガシラ等の低価格魚の利活用状況の実態を調査する。

④漁協と漁業者はヒラメ、アワビの種苗放流により資源の維持・増大を図る。サザエの
殻高６cm未満のものについては、禁漁保護区域で再放流を実施して資源管理の徹底を図
る。また、県の指導のもと、サザエの標識放流調査に協力するとともに、得られた調査
結果を基に、資源管理について検討し、資源の低下が見られた場合は、独自の殻高規制
及び禁漁期の設定について協議を行う。

⑤漁協は県漁連、出雲崎町のホームページや報道機関等を利用して地域内外へ広域的に
「大漁さかなまつり」のＰＲに取り組み、地場水産物を漁業者自ら消費者との対面販売
をするとともに、漁師ならではのおいしい魚の食べ方等を提供し魚食普及に努めるな
ど、近年における魚離れの対策としての活動を実施し、地場水産物の消費拡大を図る。

⑥漁協は漁業就業者等の支援事業を活用し、また、町との連携を強化して、新規就業者
用住宅について町の空き家バンク等を利用する。

⑦漁協は漁港施設の機能が引き続き発揮されるよう適切な維持管理を推進する。

漁業コスト削
減のための取
組

以下の取組により漁業コストを基準年より５％削減する。

①漁船の燃費向上のため、船底清掃を年２回実施し、減速航行及び操業時間短縮を行う
ことにより、燃料経費の削減を図る。
②漁業セーフティーネット構築事業への加入により、燃油価格の高騰に備え、漁業経営
の安定を図る。

活用する支援
措置等

・漁業人材育成総合支援事業　…　収入向上⑥
・出雲崎町空き家・空き地情報バンク（町）　…　収入向上⑥
・水産物供給基盤機能保全事業　…　収入向上⑦
・省燃油活動推進事業　…　コスト削減①
・漁業経営セーフティーネット構築事業　…　コスト削減②



２年目（令和２年度）

漁業収入向上
のための取組

以下の取組により漁業所得を基準年比０．６％向上させる。
　なお、下記取組内容は、進捗状況及び得られた成果等を踏まえ、必要に応じて見直す
こととする。

①出雲崎支所所属漁業者は船上で漁獲物の管理及び陸揚げ後の荷捌作業効率化を念頭に
おき、船上にて漁獲物の迅速な冷却処理による鮮度保持や、衛生管理を徹底する。

②引き続き、カキの試験養殖を継続する。

③カナガシラ等の低価格魚の出荷量及び収益の向上を目的とし、その利活用方法に関す
る検討会を実施する。

④漁協と漁業者はヒラメ、アワビの種苗放流により資源の維持・増大を図る。サザエの
殻高６cm未満のものについては、禁漁保護区域で再放流を実施して資源管理の徹底を図
る。また、県の指導のもと、サザエの標識放流調査に協力するとともに、得られた調査
結果を基に、資源管理について検討し、資源の低下が見られた場合は、独自の殻高規制
及び禁漁期の設定について協議を行う。

⑤漁協は県漁連、出雲崎町のホームページや報道機関等を利用して地域内外へ広域的に
「大漁さかなまつり」のＰＲに取り組み、地場水産物を漁業者自ら消費者との対面販売
をするとともに、漁師ならではのおいしい魚の食べ方等を提供し魚食普及に努めるな
ど、近年における魚離れの対策としての活動を実施し、地場水産物の消費拡大を図る。

⑥漁協は漁業就業者等の支援事業を活用し、また、町との連携を強化して、新規就業者
用住宅について町の空き家バンク等を利用する。

⑦漁協は漁港施設の機能が引き続き発揮されるよう適切な維持管理を推進する。

漁業コスト削
減のための取
組

以下の取組により漁業コストを基準年より５％削減する。

①漁船の燃費向上のため、船底清掃を年２回実施し、減速航行及び操業時間短縮を行う
ことにより、燃料経費の削減を図る。
②漁業セーフティーネット構築事業への加入により、燃油価格の高騰に備え、漁業経営
の安定を図る。

活用する支援
措置等

・漁業人材育成総合支援事業　…　収入向上⑥
・出雲崎町空き家・空き地情報バンク（町）　…　収入向上⑥
・水産物供給基盤機能保全事業　…　収入向上⑦
・省燃油活動推進事業　…　コスト削減①
・漁業経営セーフティーネット構築事業　…　コスト削減②



３年目（令和３年度）

漁業収入向上
のための取組

以下の取組により漁業所得を基準年比２．６％向上させる。
　なお、下記取組内容は、進捗状況及び得られた成果等を踏まえ、必要に応じて見直す
こととする。

①出雲崎支所所属漁業者は船上で漁獲物の管理及び陸揚げ後の荷捌作業効率化を念頭に
おき、船上にて漁獲物の迅速な冷却処理による鮮度保持や、衛生管理を徹底する。

②試験養殖中のカキの評価に関する検討会を実施し、本格的な養殖に向けたルール作り
と魚価を検討する。また、新たにアカモクの養殖に関して、実現に向けた課題等を洗い
出す。

③カナガシラ等の低価格魚に関して、前年度の検討結果に基づいて販売活動を行い、収
益の向上を図る。

④漁協と漁業者はヒラメ、アワビの種苗放流により資源の維持・増大を図る。サザエの
殻高６cm未満のものについては、禁漁保護区域で再放流を実施して資源管理の徹底を図
る。また、県の指導のもと、サザエの標識放流調査に協力するとともに、得られた調査
結果を基に、資源管理について検討し、資源の低下が見られた場合は、独自の殻高規制
及び禁漁期の設定について協議を行う。

⑤漁協は県漁連、出雲崎町のホームページや報道機関等を利用して地域内外へ広域的に
「大漁さかなまつり」のＰＲに取り組み、地場水産物を漁業者自ら消費者との対面販売
をするとともに、漁師ならではのおいしい魚の食べ方等を提供し魚食普及に努めるな
ど、近年における魚離れの対策としての活動を実施し、地場水産物の消費拡大を図る。

⑥漁協は漁業就業者等の支援事業を活用し、また、町との連携を強化して、新規就業者
用住宅について町の空き家バンク等を利用する。

⑦漁協は漁港施設の機能が引き続き発揮されるよう適切な維持管理を推進する。

漁業コスト削
減のための取
組

以下の取組により漁業コストを基準年より５％削減する。

①漁船の燃費向上のため、船底清掃を年２回実施し、減速航行及び操業時間短縮を行う
ことにより、燃料経費の削減を図る。
②漁業セーフティーネット構築事業への加入により、燃油価格の高騰に備え、漁業経営
の安定を図る。

活用する支援
措置等

・漁業人材育成総合支援事業　…　収入向上⑥
・出雲崎町空き家・空き地情報バンク（町）　…　収入向上⑥
・水産物供給基盤機能保全事業　…　収入向上⑦
・省燃油活動推進事業　…　コスト削減①
・漁業経営セーフティーネット構築事業　…　コスト削減②



４年目（令和４年度）

漁業収入向上
のための取組

以下の取組により漁業所得を基準年比４．６％向上させる。
　なお、下記取組内容は、進捗状況及び得られた成果等を踏まえ、必要に応じて見直す
こととする。

①出雲崎支所所属漁業者は船上で漁獲物の管理及び陸揚げ後の荷捌作業効率化を念頭に
おき、船上にて漁獲物の迅速な冷却処理による鮮度保持や、衛生管理を徹底する。

②試験養殖中のカキについて、来年度の区画漁業権の更新時に、本格養殖へ移行できる
よう事務手続きを進める。また、アカモクの養殖に関して、前年の検討結果に基づい
て、関係機関と協議の上、試験養殖を開始する。

③カナガシラ等の低価格魚に関して、前年度に引き続き販売活動を行い、収益の向上を
図る。

④漁協と漁業者はヒラメ、アワビの種苗放流により資源の維持・増大を図る。サザエの
殻高６cm未満のものについては、禁漁保護区域で再放流を実施して資源管理の徹底を図
る。また、県の指導のもと、サザエの標識放流調査に協力するとともに、得られた調査
結果を基に、資源管理について検討し、資源の低下が見られた場合は、独自の殻高規制
及び禁漁期の設定について協議を行う。

⑤漁協は県漁連、出雲崎町のホームページや報道機関等を利用して地域内外へ広域的に
「大漁さかなまつり」のＰＲに取り組み、地場水産物を漁業者自ら消費者との対面販売
をするとともに、漁師ならではのおいしい魚の食べ方等を提供し魚食普及に努めるな
ど、近年における魚離れの対策としての活動を実施し、地場水産物の消費拡大を図る。

⑥漁協は漁業就業者等の支援事業を活用し、また、町との連携を強化して、新規就業者
用住宅について町の空き家バンク等を利用する。

⑦漁協は漁港施設の機能が引き続き発揮されるよう適切な維持管理を推進する。

漁業コスト削
減のための取
組

以下の取組により漁業コストを基準年より５％削減する。

①漁船の燃費向上のため、船底清掃を年２回実施し、減速航行及び操業時間短縮を行う
ことにより、燃料経費の削減を図る。
②漁業セーフティーネット構築事業への加入により、燃油価格の高騰に備え、漁業経営
の安定を図る。

活用する支援
措置等

・漁業人材育成総合支援事業　…　収入向上⑥
・出雲崎町空き家・空き地情報バンク（町）　…　収入向上⑥
・水産物供給基盤機能保全事業　…　収入向上⑦
・省燃油活動推進事業　…　コスト削減①
・漁業経営セーフティーネット構築事業　…　コスト削減②



５年目（令和５年度）

漁業収入向上
のための取組

以下の取組により漁業所得を基準年比５．６％向上させる。
　なお、下記取組内容は、進捗状況及び得られた成果等を踏まえ、必要に応じて見直す
こととする。

①出雲崎支所所属漁業者は船上で漁獲物の管理及び陸揚げ後の荷捌作業効率化を念頭に
おき、船上にて漁獲物の迅速な冷却処理による鮮度保持や、衛生管理を徹底する。

②カキの本格養殖を開始し、過去の検討結果に基づいて販売活動を行い、収益の向上を
図る。また、アカモクの養殖については、前年の試験養殖の状況を見て、本格養殖に向
けた検討会及び関係機関との協議を行う。

③カナガシラ等の低価格魚に関して、販売活動を拡大し、さらに収益の向上を図る。

④漁協と漁業者はヒラメ、アワビの種苗放流により資源の維持・増大を図る。サザエの
殻高６cm未満のものについては、禁漁保護区域で再放流を実施して資源管理の徹底を図
る。また、県の指導のもと、サザエの標識放流調査に協力するとともに、得られた調査
結果を基に、資源管理について検討し、資源の低下が見られた場合は、独自の殻高規制
及び禁漁期の設定について協議を行う。

⑤漁協は県漁連、出雲崎町のホームページや報道機関等を利用して地域内外へ広域的に
「大漁さかなまつり」のＰＲに取り組み、地場水産物を漁業者自ら消費者との対面販売
をするとともに、漁師ならではのおいしい魚の食べ方等を提供し魚食普及に努めるな
ど、近年における魚離れの対策としての活動を実施し、地場水産物の消費拡大を図る。

⑥漁協は漁業就業者等の支援事業を活用し、また、町との連携を強化して、新規就業者
用住宅について町の空き家バンク等を利用する。

⑦漁協は漁港施設の機能が引き続き発揮されるよう適切な維持管理を推進する。

漁業コスト削
減のための取
組

以下の取組により漁業コストを基準年より５％削減する。

①漁船の燃費向上のため、船底清掃を年２回実施し、減速航行及び操業時間短縮を行う
ことにより、燃料経費の削減を図る。
②漁業セーフティーネット構築事業への加入により、燃油価格の高騰に備え、漁業経営
の安定を図る。

活用する支援
措置等

・漁業人材育成総合支援事業　…　収入向上⑥
・出雲崎町空き家・空き地情報バンク（町）　…　収入向上⑥
・水産物供給基盤機能保全事業　…　収入向上⑦
・省燃油活動推進事業　…　コスト削減①
・漁業経営セーフティーネット構築事業　…　コスト削減②



４　目標
（１）所得目標

（２）上記の算出方法及びその妥当性

（３）所得目標以外の成果目標

（４）上記の算出方法及びその妥当性

５　関連施策

出雲崎町空き家・空き地情
報バンク（町）

新規就業者用住宅について町の空き家バンクを利用し後継者対策に活用す
る。

目標年

（５）関係機関との連携
行政、水産団体、流通業者等との連携を図り取組の実現を目指す。

漁業所得の向上
１０％以上

基準年 平成３０年度 ：漁業所得 千円

水産物供給基盤機能保全事業
漁港施設の老朽化対策として機能保全計画を策定し、計画的な施設の補修
を行う。

漁業経営セーフティネット構築事業 燃油高騰に備え、漁業コストの削減を図る。

省燃油活動推進事業

令和５年度 ：漁業所得　 千円

船底清掃及び減速航行等を行い、漁船の燃費向上を図る。

漁業人材育成総合支援事業 意欲ある新規就業者を支援し、後継者対策及び浜の活性化を図る。

   活用を予定している関連施策名とその内容及びプランとの関係性
事業名 事業内容及び浜の活力再生プランとの関係性

低価格魚の出荷量向上
１０％以上

基準年 平成３０年度 ：出荷数量 912 ｋｇ

 平成３０年度における未利用魚の出荷実績をもとに設定した。（別紙資料添付）
現状は新潟漁協を通じたカナガシラの出荷のみ。別ルートでの販売及び他の低価格魚の活用について
も検討し、出荷実績の増加を目標とする。

目標年 令和５年度 ：出荷数量 1,004 ｋｇ


